
議原宮西北官街地区

J.'il illでのこれまでの調子¥:I，il
線、 íl'長 Jt，(出JVjの ill仰は司令ì1.~

である。むしろ特微的なの

は平安時代末からi量fil時代
のil1t.'1lで、なかでも石組井
戸の歓の多きが11を引く 。

これらのJt-戸は、通常の!E

t-[i)IJというより、 Mらかの
生業JIjとみられる。北上空

から。本文4頁参照<111影/中

村一郎)

蔵原宮西面大担

割II手i也の護j;~改修に 1'1占って

内I同大ji(の訓伐を行い、 J幅1
:!LH火yl)を縦必した。11穴
のI(~ には1JUiilめのおや i斑紋

が伐っていた。i羽'1f:IKiH:l;出
lこi!!ij(ijiti1")がかかるが、 I!!I:
に削予を受け、jjiWFを残し
ていない。」ヒから。本文10

頁多照 (j量彫/井上自失)

藤原宮と藤原京の調査

西一坊筑間路と右京八条一坊

州-J}j J}j 1III !f6の東西両側泌を検/1\ した。 i且協の附には、右);(八~-J}j l叫
北上I~の宅地がJよがり、東辺と北辺のl豆川島時ゃill物がみつかった。 背後に

畝傍111がみえる。京から。本文14頁参照<1量影/井上自主夫}
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飛鳥池遺跡の調査

2 公文研 11'111 1999.11 

飛鳥j也遺跡

百~93次;刈先は、 }Itni也工

JノJ跡の'i'央自11にあたる 。
;刈 1f. 1正 中 央の 3~の )j[ V4
Wで、1十j.1ヒに分かれる防
法がIVJかになった。彬の

けjfi目では、谷の'i'央には
JJi.をヒH(とする仁υJ従来
物附が分"/.< JII:tltし、 l占j
j::; で工IJ}が.::~.まれていた 。

~t I:~から 本文33頁参照

(11膨/中村一郎)

石E白井戸
3~の桝の州側に は、石

敷の)I'}iがある。Jと辺が
l~ぃ f1形で、イ7 をt.'1み上

げて川1慌をつくる。 ItiLti
隅に附段が伐る。JI:}iの

r.;1りにイ1を数さ ，w.ベ、同
IIIIに械を巡らせ，IH J!(隅
から jJ~水していた。 ~tか

ら。 本文33ñ~照 01影/

井上自立夫)



飛鳥池遺跡出土の織(ためし)

木製の製品}14-:である。H.工
n・鍛 ・建築金物など、飛.si也工
房の多 f，)íな ~v.品の一端を示すすt宇|

である。本文33頁 (1量影/井上直夫)

宮本銭と鋳縛

わが凪i比古の$)ii1i貨幣。いずれも
鋭放し銭で、問凶に$)/パリや恨の

切断板が残る。鋭的じた破片が大

半を占め、不良品として)j~楽され

た。羽1¥84次，1.1¥1読でIl¥土したj)i科目は

j炭の断面が一致し、成分も同一で、

日本銭の$)i+:(と判断した。本文33

頁参照 Oil影/井上直夫)

nV:~i也工房の一雨に設けられた瓦

浪。律知zであるが、焼成部は削+

され、燃焼古11が伐る 。 月H~寺東 l判

事ii院へ瓦を供給した。日本銭/11士
:l:h'1のゴl'代の決め手となった。聞

から。本文33頁参照 o邑影/井上直
失)
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飛鳥寺と吉備池廃寺の調査

4 4モ文研JHU 1999・11

飛鳥寺南面大垣と外周道路

飛鳥寺市而東半の大J立を検出した。』限立牲J}if

で、縁石を備えた~!貨が十F う 。 大厄外は外周

辺路となり、南側の側i，Viまで師約9ふn。一苦11
に石リ泣きがあり、ここに門を聞くのであろう

か。 南には前年度調資した下肘の石~IJがみえ

る。束から。本文23頁参照(j量膨/井上位夫)

吉備i也廃寺の南面回廊
石組i位と石抜l伐跡がみえる淡J紹椛との1:1)がm
而回廊。 削玉J~が新しい。 四国lil ま.I:/'i-金:1:υ" 紬

耗!を遊えて京に延び、ここには中門は!泊かな

い。後に紫J秘情の下で足場穴を検11¥し、 l回目$
未完成説は否23とされた。西から。本文65頁参
照(jil影/井よ匹夫)


